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【方法】2011年 6月から 2014年 6 月までに循環器内科の外来を受診した
1011 人を対象患者とした。既に抗凝固薬を内服している患者・心房細動
や深部静脈血栓症・肺動脈血栓塞栓症に罹患している患者・腎機能が低下



















ュリンの上昇を認めた。血漿トロンボモジュリンと D ダイマー、F1+2 に15 
は有意な正の相関を認めた。 
【結語】高齢者は凝固能亢進だけでなく、線溶能亢進も認められた。これ
らの凝固線溶亢進のメカニズムとして、血管内皮障害の影響が考えられた。
高齢者に対する抗凝固薬の処方は、併存疾患の存在を考慮し、血液凝固マ
ーカーを詳細に評価する事が重要と考えられる。 20 
